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１ 概況

群馬県全域がフルプランエリア

県南東部は関東平野

（人口の約７割が集中）

県西部、北部は山地

（県の約６割は森林）

水道用水における水源の河川水の
依存は約６割

①県の概要、県内の水利用と水源の状況

生活用水
22.6%

工業用水
15.3%

農業用水
62.1%

水道用水(約3.2憶m3/年)における水源の割合

群馬県における水使用量(約12.3億m3/年)の割合

※出典：令和元年度版 日本の水資源の現況（国土交通省水管理・国土保全局）

※出典：水道統計（公益社団法人日本水道協会）
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国土地理院（色別標高図）を加工して作成
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湧水等
6.9%



国交省・水機構管理（フルプラン対象）
群馬県管理（フルプラン対象）
国交省管理（フルプラン対象外）

１ 概況

②水資源開発（ダム）の状況（首都圏の水がめとしての役割）

群馬県内のダム（全体４７施設）
治水・利水ダム ２２施設 ※取水ダム含む
農業用ダム ８施設
発電用ダム １７施設

利根川上流８ダム+1貯水池
（国交省が統合管理）

開発水量(約76m3/s)のうち、
群馬県とそれ以外の割合
（フルプラン対象 県内８ダム分）

群馬県
25.3%

群馬県以外
74.7%

２

開発水量(約76m3/s)のうち、
目的別の割合(全体)

（フルプラン対象 県内８ダム分）

開発水量(約19m3/s)のうち、
目的別の割合(群馬県のみ)
（フルプラン対象 県内８ダム分）
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２ 水供給の安全度を確保するための取り組み

①群馬用水施設について

赤榛分水工

赤城山南麓及び榛名山東麓に展開
する広大な農地（約1万ha）へ用水を
供給するため、昭和45年に完成

その後、米の生産調整や開田抑制
により、当初想定の水需要は見込め
ないことが明らかに

他方、前橋市・高崎市周辺では水道
用水の需要が増大

→群馬用水の農業用水の一部を水道

へ転用（昭和57年より一部供給開始）

群馬用水（幹線・支線）
農地受益範囲

群馬用水施設は今年で５０周年
（昭和４５年４月に管理開始）

老朽化対策及び地震対策のための改築事
業を随時実施している。
（事業主体：水資源機構）

赤城幹線

榛
名

幹
線

写真提供：水資源機構 ３



２ 水供給の安全度を確保するための取り組み

②水の広域的利用について

構成団体：３市５町の上水道事業

（太田市、館林市、みどり市、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町）

運営開始日：平成28年4月1日

給水人口：約45万人

1日平均給水量：約17万m3

群馬東部水道企業団

浄

浄

浄

浄

①県央第一水道
浄水場

④県央第二水道
浄水場 ②新田山田水道

浄水場

③東部地域水道
浄水場

太田市
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吉岡町
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水道事業名 給水対象（区域） 給水開始年度

① 県央第一水道 前橋市 高崎市 榛東村 吉岡町 昭和５８年度

② 新田山田水道 群馬東部水道企業団（太田市 みどり市） 平成２年度

③ 東部地域水道 群馬東部水道企業団（太田市 館林市 大泉町
板倉町 明和町 千代田町 邑楽町） 平成９年度

④ 県央第二水道 前橋市 桐生市 伊勢崎市 渋川市 玉村町 平成１０年度

水道用水供給事業（群馬県企業局）

上水道
簡易水道（公営）

４

1日平均給水量：
約23万m3

注）令和２年４月１日、新田山田水道と東部地域水道は群馬東部水道企業団に譲渡

（令和元年度末時点）



３ 危機時に必要な水を確保するための対策

①渇水発生状況や東日本大震災による被害状況

５

渇水発生状況

＜利根川＞
過去の大規模な渇水(H6、H8)では、最大
30％の取水制限
直近10年間では、３回の取水制限を実施

（H24、H25、H28）

＜渡良瀬川＞
過去の大規模な渇水(H6、H8)では、取水
制限により、水田の末端で水不足発生
直近10年間では、７回の取水制限を実施

（H23～H25、H27～H30）

東日本大震災等による被害状況

＜水道施設＞
地震の揺れにより、県内20市町村で水
道管が損傷し、11市町村で断水等の被
害発生（断水戸数 約1,950戸）

＜工業用水道施設＞
東毛工業用水道では、複数の工業団地で
送水管路の空気弁や可撓管からの漏水

＜ため池＞
藤岡市の大谷池、牛秣貯水池等、被害は
5箇所

大谷池 牛秣貯水池



３ 危機時に必要な水を確保するための対策

②施設の老朽化や地震対策等、現状の課題

＜施設の老朽化＞
多くは戦後の高度経済成長期に作られた施設
であり、施設の更新時期を迎えている
限られた予算の中で、効果的な対策を実施す
る必要がある

＜地震対策＞
新潟県中越地震や東日本大震災等の大地震が発
生しており、また今後発生する可能性が高い首
都直下型地震に対する対策が急務

＜豪雨災害対策＞
東日本大震災や西日本豪雨では農業用ため池の
決壊が問題となったことから、全県でため池の
緊急点検を実施

写真提供：群馬東部水道企業団

老朽化した配水池の流出管

耐震性の劣る配水池

写真提供：群馬東部水道企業団

ため池の点検 ため池の点検

配水管からの漏水状況

写真提供：群馬東部水道企業団

耐震性の劣る継ぎ手部

写真提供：群馬東部水道企業団

細い柱

６



３ 危機時に必要な水を確保するための対策

③課題への対応について（危機時にも安定した水供給を図るために）

＜水道＞
安定した水道供給を持続するための方策を示した
「水道ビジョン」を県で策定

（計画期間：令和2～11年度までの10年間）
基幹管路の耐震適合率の向上

（H26年度末 41.5％ → R1年度末 47.5％）
工業用水道施設の更新・耐震化長期計画を策定
→ 浄水及び配水施設の耐震化を実施中

（計画期間：令和元年度からの40年間）

＜ため池＞
老朽化対策や地震等の災害に強い施設の計画的な整
備及び、整備に向けた詳細調査等の実施について
「群馬県農業農村整備計画2020」に位置付け

（R6年度を目標年とし、206箇所の詳細調査を実施）

＜県営ダム＞
安定的なダム運用を行うために「群馬県ダム長寿命化
計画」を策定し、予防保全事業を実施

（H28年度策定、計画期間40年間）

耐震補強した配水池

写真提供：群馬東部水道企業団

送水管の計画的な更新

写真提供：群馬東部水道企業団

災害に強い“ため池”の整備継ぎ手部の抜け止め補強

ダムコンピューターの更新（県営ダム）

メンテナンス性を考慮し、
汎用ＰＣによるシステムへ

柱及び床面を
増厚補強

写真提供：群馬東部水道企業団

７



３ 危機時に必要な水を確保するための対策

③課題への対応について（危機時にも安定した水供給を図るために）

８

群馬県水道災害相互応援協定

＜水道災害発生時＞ ＜渇水対策＞

利根川本川の取水制限の実施が正式決定

群馬県渇水対策本部

＜利根川水系全体＞
利根川水系渇水対策連絡協議会
（事務局：関東地方整備局）

＜河川毎＞
神流川 ：烏・神流・利根川利水者懇談会

（事務局：高崎河川国道事務所）
渡良瀬川：渡良瀬川水利用使用調整連絡協議会

（事務局：渡良瀬川河川事務所）

地震、異常渇水その他の水道災
害において、群馬県および県内
水道事業者が協力して相互応援
活動を実施（協定締結）

県内の地方公共団体等を５ブロック
に区分
被災状況に応じて、ブロック内、ブ
ロック間、ブロック外（県外）によ
る応援活動を実施
応援活動の内容は、応急給水作業、
応急復旧工事など（基本７日間）

県内部の関係課による「渇水対応タイムライン」の確実な運用
（平成２９年 作成済）



４ 教育・普及、水源地域対策

①教育・普及

ぐんまダムかるた

群馬県は利根川の最上流に位置する水源県で、県内には数多くのダムが存在。
ダムを観光資源として活かすとともに、ダムの役割や魅力を広く伝えることを目的
に、県内すべてのダムを対象とした「ぐんまダムかるた」を作成。
ダムの情報がわかる絵札と、ダムの特徴を詠った読み札の２枚１組で全４４種類。
「ぐんまダムかるた」は、令和２年１１月１日から配布開始。

９

絵札（表面・裏面）

読み札（表面・裏面）

【ぐんまダムかるたの例】



４ 教育・普及、水源地域対策

①教育・普及

ぐんまウォーターフェア

東京都との上下流交流事業

水源地（群馬県）と受益地（東京都）の交
流を通じて、水の大切さと相互の理解を深
めるため、平成10年度から交流事業を実
施している
令和元年度までに約3,600名に参加いただ
いている

児童及び保護者を対象に、水を使った実験
や観察などを体験しながら、水の大切さに
ついて考えていただくイベントを開催

【具体的な実施内容】
①夏休み水のふるさと体験会

②サケの稚魚放流と利根導水路施設見学会

■例年8月下旬開催
（1泊2日）

■都県親子80名参加
・自然観察会
・ダム見学会 など

■例年3月上旬開催
■都県民参加80名

【具体的な実施内容】
■例年7月下旬開催（3日間）
■ぐんまこどもの国児童会館
■入場者数約1,400名

濁った水を凝集剤できれいにする実験
水力発電の仕組み
ぐんまに生息する魚の展示 等

１０

水の作文コンクール

中学生を対象に「水について考える」を
テーマに作文を募集
群馬県審査では、優秀賞5編、入選10編を
選出し、上位5編を(全国)中央審査へ推薦

【近年の応募状況】
R2 12校 ７８９編（中央審査受賞 ２編）
R1 9校 ４６３編（中央審査受賞 ４編）
H30 8校 ４７５編（中央審査受賞 １編）



４ 教育・普及、水源地域対策

②森林保全について

ぐんま緑の県民税群馬県水源地域保全条例

豊かな水を育む森林を保全することにより、
県民をはじめ流域に暮らす人々が清らかで豊
かな水を将来にわたって安心して利用できる
よう、本条例を制定

私たちの暮らしを支え、多くの恵みをもた
らす森林は県民共有の財産
この大切な森林を守り、育て、次世代に引
き継いでいくため、「ぐんま緑の県民税」
を導入し、様々な施策に取り組んでいる
平成26年4月に1期5年（H26～H30）とし
て導入した。最終年度（H30）に今後のあ
り方を検討し、平成31年度以降も継続と
なった

条例施行日：平成24年6月26日

◆関係者（県・県民・地権者等）の責務を規定
県は森林の現状を把握に努めるとともに、森林の有
する水源涵養機能の維持・増進に係る施策を総合的
に推進し、県民及び地権者等は、県及び市町村が実
施する施策に協力するよう努める

◆水源地域の指定
知事は、森林を整備・保全す
る必要がある地域を水源地域
に指定することができる

→H24.8.28指定

◆森林の土地の所有権等の移転等の事前届出等
水源地域内の民有林の土地売買等の契約を締結しよ
うとするときは、事前に知事へ届け出なければなら
ない

◆県が実施する事業
水源地域等の森林整備
森林ボランティア活動・
森林環境教育の推進

◆市町村が実施する事業
（市町村提案型事業）

荒廃した里山・平地林の
整備
貴重な自然環境の保護・
保全活動に対する補助
森林の公有地化に対する
支援

等
１１


